
糾 )｡

6) 目片文夫 :クィーンnによるウサギ食道平滑

筋細胞内Cait濃度の測定｡第 6回日本動物生

理学会 (1984)｡

7) 目片文夫 :ニホンザル冠状血管平滑筋細胞の

神経支配｡CHC例会 (1984)0

8)杯 基治,大畠 沼 :サル大脳皮質各機能部

におけるViP,SGmatOStatin,Substance

p分布について.邦8回神経科学学術集会,

大阪(1981)0

9)杯 基治,大畠 朽 :サル大脳皮質各機能部

位内VIP,ソマトスタチン,P物質の個体

苑iE｡第62回日本生理学会,久留米 (1985)0

10)Nozaki,M.andOshima,K.:Seasonal

changesofgonadotropicandgona血l

functionsinthefemaleJapanesemonkey.

7thTnt.Congr.Endocrinology,Quebec

(1984).

ll)Nozaki,M.andOshima,K.:Seasonal

changeofthegonadotropicfunctionin

thcfemaleJapanesemonkey.lothtnt.

Congr.Biometeorology,Tokyo(1984).

12) Nozaki,M.andOshima,K.:Seasonal

changeofgonadotropicfunctioninJa･

pancscmonkeys.Int.Symp.Pituitary

Gland,Tokyo(1984).

13)野崎晃泣 ･大畠 J析 :雌ニホンザルの生殖 リ

ズムの季節的変化｡第9回日本比較内分泌学

会大会,前橋 (19別 )｡

生化学研究部門

竹中 修.景山 節. 中村 仲･硯岡一雄1)

研究 概 要

1) ヘモグロビンを指按としたマカカ屈の系統

解析

竹中 修 ･竹中晃子3)

ヘモグロビン(以下Hbと略 )を分子指標とし

てマカカ属の系統関係の解析を進めている. 1)下

北半島のニホンザルに85%という極めて高い退伝

子琉度で発見された変災型Hbの構造を決定し,

先に報告したHblzuであることを明らかにした｡

2)インドネシアのカニクイザルに新しく見出した

1)教務職員

Hbの新分子極R,Tのa鎖の構造を解析した｡

ニホンザルのa鎖と比較するとRは55Ile,78His,

Tでは8Thr,78Hisに置換していた｡ 3)イン

ドネシア国スラウェシ島のマカカ屈サルについて,

総合的な調査 (文部省科学研究費,海外勤 行調査)

の機会を得,同良7種の血液試料を持ち帰ってい

る｡Hbの構造によるそれらマカクの系統,種分

化の解析を開始した｡

2)霊長類 リンパ球抗原に対するモノクローナ

ル抗体の作製

村山裕｣ ≧竹巾 修

二ホンザルの リンパ球 (主にT細胞 )に対す

るモノクローナル抗体を作製し,その特性を分析

している｡末梢血T細胞分画で免疫して得たモノ

クローナル抗体のうち1つは,ヒトの場合に相同

な分子虫12万のニホンザルT細胞抗原 (Tp120)

を認識している串が明らかになった.この抗ニホ

ンザル抗体を用いて詔長獄の系統関係の検討を開

始した｡また抗体の特異性スクリーニングの際,

細胞株を用いるのが標準手段なのでiB良好iのccll

libraryを確立すべく白血球の細胞株化を行って

いる｡

3)血液成分からみた望長珠の発達

竹中晃ヂ 2竹巾 修

二ホンザルの発達に伴う各種血液試白質の勅使

を調べてきた｡その中で,血祭アルカリフォスフ

7クーゼ (ALP)活性を校分すると成長曲線を

描くことができ,骨格の成長曲線と著しい相関を

示すことが判明した｡現在,マカカ屈7モ凱 チン

パンジー,フサオマキザル等の発達に伴うALP

値を測定しており発達との関連で比較する｡

4)詔長類のペプシノーゲンとペプシンの梢造

･挺能 ･分子進化に関する研究

東山 田

ニホンザルペプシノーゲンのプロガストリシン

成分の全一次構造を決定し,機能との相関を調べ

た｡また既に決定しているA成分,及び他動物成

分との構造の比較を行い,ペプシノーゲンが群素

の分子進化を解析した｡

5)詔長類の分子系統と進化

巾村 仲

フィプリノペプチドを分子指標としてオナガザ

ル亜科 (マカク孝乱 グエノン類,ヒヒ封i)の系統

2)大学院生 3)研修員
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関係と椎分化の道杭等を追兜している｡また,血

小田白日の抗li;ミ性比暇によろ系統耶折 も進めてい

る㌔)
6)詔良知の止血 ･免疫脚 l'LI

巾村 伸

ill.球 ･マクロフ7-ジtissuefactor(TF)の

新生校序,分--f･性状および生PPl的忠苑の僻折を行

っていろ｡止血 ･凝凹 ･線桁系における柾特性な

らびにその適応的志掛 こついて も検討しつつあ85.)

7)薬物代謝酵素の多機能性に関する研究

浅岡一雄

鴨息起因物質の生成および茄痘時の脳障害の防

御に関与するグルタチオンS-転移酵素の役割を

調べた｡ニホンザル肝,アカゲザル白血球より木

酢素をアフィニティー精製し性状を解析した｡サ

ル新生仔の射 勿代謝能および免疫組織化学的分印

の予Lltut検紫を行った.

論 文

1)Kageyama,T.andTakahashi,K.(1984)

:Rabbitpepsinogens.Purification,cha･

racterization,analysisoftheconversion

processtopepsinanddeterminationof

theNH2-terminalamino-acidsequen･

ces.Eur.∫.Biochem.141,261-269.

2)ToranO,A.E.,Naknmura,S.andLevin,

J.(1984):Propertiesoftheclotting

enzymeresponsibleforendotoxin-mc･

diatedLz'muluscoagulation.Thromb.

Res.34,407-417.

3) Ishikawa,C.,Watanabe,K.,Sakata,N.,

Nal(agaki,C.,Nakamura,S.andTakaha-

shi,T.(1985):Azukibean (Vigna

angularis)proteaseinhibitor:isolation

andaminoaddsequences. ∫.Biochem.

97,55-70.

4) Tsutsumi,H.,Katsumata,Y.,Sato,冗.,

Sato,M.,Tamaki,K.,Yada,S.andNa･

kamura,S.(1985):Immunologicalrela･

tionshipsbetweenhumanandnon･hu･

4)堤 岱 (愛知県幣 ･杓捜研 )および勝又哉

田 (名大 ･医 )との共同研究.

5)鈴木宏治,楠本仙一郎 (三fTi大 ･医 )との

共同研死｡

manprlmateSerum prOteins.AcLCrim.

Japon.,51,15-22.

5)Nakam ura,S.(1985):A Couplcd Elmi-

dolytic assayfor thromboplastin(tiss･

uefactor)usinga爪uogcnicsubstratc:

itsapplicationtomonkeyleukocytetiss･

uefactor.J.Biochem.97,705-707.

6)Murayama,Y.,Hijikata,M.,Nomura,T.

andKajishima,T.(19糾 )Analysesof

histocompatibilityandisozymcvariations

inatriploidfish,CarassiusauraLus

LangsJorfii.J.Fac.Sci.ShinshuUnivcr-

sity,19,9-25.

学 会 発 表

I)Takahashi,K.andKageyama,T.(1984)

:Multiplicityandintermediatesofthe

activationmechanism ofzymogensof

gastricasparticproteinases,Proceedings

oftheFEBSAdvancedCourse,-tAspar･

ticproteinasesandtheirinhibitors.H

Prague,Czechoslovakia.

2)竹巾 修,竹巾晃子,Eil坂誹二,川本 :jJt:,

庄武孝茄,野河 誹(1985):下北のニホン

ンHbIZu(Macaca)P83Gly-CySH｡
耶29回プ T)マ-テス研究会 ,犬山｡

3)竹巾兄子,竹巾 惨 く1985):ヘモグロビン

の稲造か らみたカニクイザルの系統上の位即｡

邦29回プ リマーテス研究会 ,犬山｡

4)森永酉文,竹中 修,善岡克次,石田 乱

榊 任之 (1984):ヒト反復配列 Kpnlfa･

mi lyのprototype の構造｡第57回日本生化

学会大会,東衷o

5)村山裕一 ,深尾 立,野口浮夫,竹巾 位(19

糾):霊長類 1)ンパ球抗原の進化｡郡38回日

本人類学会,東京｡

6)村山裕一,竹中 修 (1985):こホンザル リ

ンパ球に対するモノクローナル抗体の作製｡

邦29回プ リマーテス研発会,犬tLJ｡

7)nLIJ mi,捌 .rj伽冶(1984):こホンザルペ

プシノーゲンCの全一次稲造｡耶57匝旧 本生

化学会大回,iri訊,

8) 巾村 仰 (1984):糾mスロンポプラスチン

新生における叩球- .)ンパ球相互作川o邦57
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Ltil日本生化学会,生化学,56(8),744.

9)脇又韮tEi,堤 肇,中村 伸 (1985):ウサ

ギ山釆抗 ヒト全血沼に対する霊長類血衆の交

丑反応についての定員的検討.第29回プ 1)マ

ーテス研究会,抄録pp.32.

10)iLL繋,勝又義厄,中村 伸 (1985):間接

以災阻止試験法による霊長類血衆タンパク質

の抗原性比較｡第29回プt)マーテス研究会,

抄録pp.33.

ll) 小村 仲,鈴木宏治,西岡淳二,橋本仙一郎

(1985):霊長類の止血一凝固系 :ヒト化過

程における特殊化の可能性｡第29回プリマー

テス研究会,抄録pp.31.

12)巾村 仲 (1985):出光基質を用いた共役ア

ミダーゼ法による白血球 (単球 ･マクロファ

ージ)tissuefactorの活性測定法｡日本薬

学会耶105年会,要旨災 pp.290.

13)践岡一雄 (1985):肥満細胞グルタチオンS

- トランスフェラーゼの特性｡第 105回日本

炎学会大会,金沢｡

14)佐臓 6-.践岡一雄,仙波碍拾,胃野幸子,

柏快さ正夫 (1985):茄症 Gurulラット小脳に

おけるグルタチオンS- トランスフェラーゼ.

邦44回日本生化学会中部支部会,三重.

15)野LjT!1･夫,後藤裕子,羽柴克子,村山裕一,

大神雅史,脚碕正夫,桜山の り子,古川敏紀

(1984):ニホンザル白血球抗原の研究0)｡

1.新しいJMLA抗原 2.ヒト1)ンパ球サブ

セット抗原の示すニホンザル自然群の南北

trcad｡節14回日本免疫学会総会,大阪｡

系統研究部門

江脚 1日善 ･野上裕生 ･租昆満 ･瀬戸口烈司

松木 災1)

研 究 校 第

1)出LL放各分獄群の比較形態学的研究

江原胴善

1. ヒトおよび霊長類の下顎骨の機能的 ･形

態学的研究

2. ヒトおよび詔長析各分撰群における頭蓋

臆部とpostureの関連｡

2) ケニアおよびエチオピアにおける化石詔長類

および化石人穀の研究

江原昭善

3)穴海地方先史遺跡出土人骨 ･動物骨の研究

江原昭善 ･相見満 ･松本買 ･木下ff

4)雄海洞窟遺跡の人鞍学的 ･先史学的研究

江原昭善 ･相見満 ･松本買 ･木下貨

5)硬組織の形態学的研究

野上裕生

6) スマ トラにおける第四紀地史の研究

野上裕生

7) ジャバ畠における第四紀嶋乳叛の研究

相見 満

8) スマトラにおける霊長類の形態学的研究

相見 満 ･松本 員

9) 第三紀食虫類 ･原猿類および有袋類の研究

甑戸口烈司

1.南米出土化石について

瀬戸口烈司 ･名取六人

2. 南アメリカ大陸とヨーロッパ大陸出土の

第三紀食虫頴化石の対比

論 文

1)瀬戸口烈司 (1981):化石からみた分子時計

の有効性 一 南米ザル系統研究の例から-

科学,54,301-307.

2)松本 晃 (1984):頭骨の置きかT:- 基準

平面の設定 - 成長,23(2),31-39.

報告 ･その他

1)江原昭吾 ･松本員 ･木下賢 (1984):吉胡貝

塚 一 貝屈剥ぎ取 り作業にともなう調査 ｢田

原の文化｣特柴,第10号｡田原町教育委員会｡

2)江原昭善 ･松本員 ･木下安 (1985):伊川津

追跡調査概要｡渥美町教育委員会｡

3)江原昭善 ･松本員 ･木下だ他 (1984):三和

町洞田 ･岩陰遺跡発掘調査報告IB 一 昭和57

年度 - ｡京都大学霊長規研究所｡

4) Matumoto,S･andAmsirBaknr,(1984)

ttInvestigationofthreeprimatecollec･

tionsinSoutheastAsia."KyotoUni-

versityOverseasResearchReportof

StudiesonAsian加on.humanPrimates.

3,PrimateReseardllnstitute,Kyoto

Universlty:pP.77-84.

1)研修員
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